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（各署の景勝地等を紹介）

風景紀行
「犬山・八曽自然休養林」
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しろ うま だけ

戦
国
時
代
の
山
城
・
小
里
城
跡

　

岐
阜
県
瑞
浪
市
の
南
部
に
位
置
す
る
稲
津
町

内
に
は
中
世
か
ら
の
近
世
初
頭
に
か
け
て
当
地

を
治
め
た
領
主
「
小
里
氏
」
の
居
城
と
さ
れ
る

城
跡
が
三
ヶ
所
あ
り
、
小
里
古
城
跡
、
小
里
新

城
跡
、
小
里
城
山
城
跡
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
最
も
規
模
が
大
き
く
、
ま
た
平

坦
面
（
曲
輪
）
な
ど
も
良
好
な
状
態
で
残
っ
て

い
る
小
里
城
山
城
の
本
丸
跡
（
岐
阜
県
指
定
史

跡
）
は
小
里
国
有
林
（
二
三
一
㌶
）
内
に
あ

り
、
こ
の
場
所
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森

（
小
里
市
民
公
園
ほ
か
〇
・四
一
㌶
）
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
山
城
の
築
城
時
期
に
つ
い
て
は
明
ら
か

で
な
い
よ
う
で
す
が
、
小
里
光
忠
が
当
地
を
所

領
し
た
天
文
元
年
（
一
五
三
二
年
）
頃
、
あ
る

い
は
織
田
信
長
と
武
田
氏
と
の
攻
防
の
最
中
で

あ
っ
た
天
正
二
年
（
一
五
七
四
年
）
と
考
え
ら

れ
、
元
和
九
年
（
一
六
二
三
年
）
に
幕
府
か
ら

の
命
に
よ
り
小
里
氏
が
断
家
と
な
っ
た
こ
と
よ

り
廃
城
と
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

曲
輪
は
、
城
山
の
北
側
山
麓
（
御
殿
場
跡
）

小里城山城登り口

と
山
頂
（
本
丸
跡
）
に
確
認
さ
れ
て
お
り
、

「
御
殿
場
跡
」
は
大
手
門
と
呼
ば
れ
る
門
跡

（
石
垣
）
が
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
「
本
丸
跡
」

は
、
石
垣
の
ほ
か
天
守
台
あ
る
い
は
升
形
と
呼

ば
れ
る
不
等
辺
六
角
形
を
呈
す
る
石
積
み
が
あ

り
ま
す
。

　

辺
り
に
は
築
城
用
の
石
切
跡
の
つ
い
た
石
や

割
石
も
散
在
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
天
守
台
は
、
織
田
信
長
が
安
土

城
天
守
築
城
前
に
自
ら
指
示
し
て
築
か
せ
た
と

い
う
説
も
あ
り
、
六
角
形
の
石
垣
か
ら
想
像
し

て
、
も
し
完
成
し
て
い
れ
ば
安
土
城
の
よ
う
な

風
変
わ
り
な
天
守
が
で
き
て
い
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

最
近
の
歴
史
ブ
ー
ム
に
よ
り
、
小
里
城
跡
に

も
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
山
城
か
ら
谷
を
挟
ん
だ
西
側
に
は
、

コ
ウ
ヤ
マ
キ
の
分
布
下
限
近
く
に
位
置
す
る
林

分
約
一
九
㌶
が
小
里
コ
ウ
ヤ
マ
キ
植
物
群
落
保

護
林
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
場
所
も
あ
り
ま

す
。

◆
ア
ク
セ
ス

（
所
在
地
）
岐
阜
県
瑞
浪
市
稲
津
町
小
里

○
車
を
ご
利
用
の
場
合

　
�

中
央
自
動
車
道
瑞
浪
Ｉ
Ｃ
下
車
県
道
二
〇
号

線
を
南
へ
約
三
〇
分
。

○
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
の
場
合

　

�

Ｊ
Ｒ
中
央
本
線
瑞
浪
駅
か
ら
東
鉄
バ
ス
明
智

線
「
明
智
駅
」
行
き
で
「
山
の
田
」
バ
ス
停

で
下
車
。
小
里
城
址
の
あ
る
山
の
麓
ま
で
は

約
二
㌔
㍍
。

登山道（Ｖ字に切れ込んでいる）

天守台から町並みの一望 小里城山天守台の石垣（不等辺六角形を呈している）




